
トラック運送業における生産性向上セミナー開催状況（熊本会場）

トラック運送業における取引環境の改善、労働時間の短縮等に向けた環境整備を図る取り組みの一つ
である、生産性向上セミナーを各県で開催。セミナー開催にあたっては、九州経済産業局及び九州農政
局とも連携しており、今後もこの課題の改善について協働して対応していく。

熊本会場での開催状況
・日 時 ： 平成２９年１１月１６日（木）
・場 所 ： 熊本県トラック協会 研修センター ３階会議室
・受講者 ： ８２名（荷主等３０名）
・報道機関 ：１社（物流ニッポン）

講演内容
１．適正な取引条件への改善について 九州運輸局 貨物課
トラック業界の現状、標準運送約款の改正、荷主勧告制度、荷待ち時間の記録義務付け等の説明

２．トラック運送における生産性向上方策・中継輸送について （株）富士通総研
対策のポイントと実務の取扱についての説明

３．事例発表 「わが社の働き方改革」 （株）ケイワード九州
荷主企業の荷役配送業務担当者が、トラック運転手の視点から取引相手社の運転手の長時間労働の実態を聴
き、荷主社の経営トップの協力も得て、荷下ろし業務の協力体制を強化し手待ち時間を大幅に削減するとともに、
荷主企業においても長時間滞留の解消や出荷時間の管理などにも効果を生むこととなった取組内容を発表

・「働き方改革実行計画」において、トラック運送業にも時間外労働の上限規制が５年後には適用される予定であり、このままでは、深刻なド
ライバー不足を解決できず、この先、物流が機能しなくなるおそれあると考えている。
・働き方改革の実行には、取引環境・長時間労働の改善が不可欠であり、事業者のみならず荷主さらには消費者へ理解・協力を得ながら、
関係者が一丸となって取り組みを行っていくことが重要である。
・このため、運送事業者を主体とした当セミナーへ、多くの荷主企業にも広く参加を呼びかけ、業界の現状と施策等を周知することとした。

九州運輸局では
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